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柏尾町内会 定期総会議案書

開催日時 : 平成26年4月27日 (日 )  午後 1時～ 3時

開催場所 : 柏 尾 町 内 会 館

一般会員 : 953世帯 1,284名

特別会員 : 16事業所 (順不同)

株式会社 プ リ ヂ ス トン 横浜工場

山 崎 製 バ ン 株 式 会 社 横浜第一工場

ポーラ化成工業株式会社 横浜研究所

森 紙 業 株 式 会 社  関東事業所

長 沼 紙 器 印 刷 株 式 会 社

株式会社 テ ラ オ カ 神奈川支店

含 資 会 社 柏 屋 商 店

有 限 会 社 戸 塚 昇 光 社

有限会社 江 橋 住 宅 総 含 サ ー ビ ス

六 国 建 設 株 式 会 社

ア マ カ ン パ ニ ー

そ ば 処 や S忠

社会福祉法人 豊会 柏尾スマイル保育園

の び の び 学 童 保 育 所

有 限 会 社 工 藤 紙 業

グループホームひかり横浜戸塚
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平成25年度も第一、第二、第三部会を中心とした活動が町内会全体の各種事業を強力に牽引しまし

た。担当副会長 (部会長)の指導の下、それぞれの部門が協力し、各行事毎に会合を開き、事前の準

備・打合せを行い事業を運営してきました。 (各部会報告参照)

地域で開催される各種行事については、第一部会が中心となつて準備、運営を行い、婦人部、子ども

会、青年会の協力の下、引き続き大きな成果を挙げることが出来ました。

第二部会の重要な機能として、組織の「ソフ ト面」での強化充実という側面があり、平成23年秋

からスタートした「柏尾δらリサロン」は毎回30名近<の参加者があり、ゲス トスピーカーの貴重な

講演を聞き、その後和やかに歓談するというスタイメレが大変好評であります。

第三部会を中心に民生委員の協力も得て平成24年8月から「災害対策ネットワーク登録」を行い、

現在までに363名の登録が得られ、その情報を基に支援者と要援護者の組み合わせ作業を行いました。

また災害時の安否確認を目的に「無事ですカード」の作成を行い、全戸に配布しました。10月末の

拠点防災訓練時に初試用を行い、約40%の参加があリー定の成果を挙げることができました。

平成23年度から再スタートした不動坂交差点改修工事では、地元町内会として横浜市道路局を始め

とした関係機関と各種課題について話し合いを継続しました。永年の懸案事項であつた旧公民館周辺の

樹木の枝伐採も戸塚土木事務所の協力があり実施することが出来ました。

課題の「消防団器具置場」の移設は、土地の専有許可は取り付けたものの、平成25年度の市消防局

の予算獲得は出来ず、来年度以降の継続的推進活動が求められております。

新規居住者への町内会加入の働きかけを継続的に行つた結果、平成25年度は1年間で26世帯の

会員増という成果を挙げることができました。現状の加入率は80%以上と考えられ、横浜市の

平均的加入率 (平成24年現在 :7.0%)に 比べ高い実績を維持できているものと思われます。

この結果、新規組も生まれ、17名の評議員をバイプ役とし、99組、953世帯の大きな町内会組織ヘ

発展してきています。

平成24年に行つた「柏尾の100年史」第 1期調査は大きな成果を残して終了しましたが、引き続き

上柏尾町内会を含めたより広い地域の歴史の発掘・ 発表を目指し第2期調査を精力的に進めました。

他地域の委員も含め、現在24名の編纂委員を中心に、平成26年度末の記念誌発表を目標に積極的に

活動を続けています。 (別紙報告書参照)

平成25年度から活動を開始した「インディアカクラブ」は若い世代を中心に参加者が増え、確実に

地域に根付いた運動となつてきました。同じ<、 昨年スタートした「HP作成委員会」も各種分野の

委員を加え、地域への情報発信を目的に平成26年度正式開設へ向かつて進んでいます。

く柏尾町内会及び連合町内会主催事業報告 〉 (数字は全参カロ者数)
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レクリェーショ〕

ドッジボール大会 (16チーム

一回 柏尾町内会役員会開催(4/14,5/26,6/23,7/288/24,9/22,10/2611/23,12/22,1/19,2/23,3/23)



平成25年度 柏尾町内会 第一部会報告

1。 第一部会の構成と役割
事業推進部、青少年部、婦人部、子供会、青年会の各部会にインディアカクラプが加わり、

さらにホームページ作成委員会も加わりました。町内行事の主催、運営及び連合主催行事への
参加及び推進を致しました。

2. 町内行事報告
(1)六人のインディアカ大会 6月 30日  参加 :90人

インディアカ競技を通して町内、中学生、教職員の方々と親睦が図られました。町内より
上級 :3チーム (優勝、2位 )、 中級 :3チーム、準中級 :2チーム、初級 :3チーム
(優勝、敢闘)の計11チームが参加 し、優秀な成績を収めました。

(2)柏尾地区少年少女スポーツ (イ ンディアカ)大会    7月 21日  参加 :70人
連合町内会最大の子供イベント。各チームが練習を重ね大会当日にベストでのぞみ保護者の

熱い応援の中、町内より3チームが参加し熱戦が繰り広げられました。

(3)納涼盆踊り大会 8月3日  参加 :延べ1760人
町内最大、夏の風物詩の盆踊り大会。子供会の∃―∃―鉤りや、青少年部の焼き鳥、事業

推進部の焼きそば、婦人部の踊り、会員による模擬店など、皆様に夏の夜長をお楽しみ頂き
町内の親睦がより図られました。

(4)敬老の日・祝賀会                 9月 16日  参加 :120人
町内70歳以上の方々の祝賀会を開催致しました。コーラス、ハンドベル、カラオケ、

フラダンス、どじょうす<いなどをご覧頂きながら、婦人部の手料理に舌鼓を打ち楽しい時間を
過ごして頂きました。

(5)柏尾地区連合町内会秋季レクレーション大会 10月 6日  参加 :250人
連合町内最大のスポーツイベント。皆様の熱い競技を通して町内親睦を図ると共に、柏尾町内が

一つになりましたが、惜し<も 3位に甘んじてしまいました。

(6)柏尾町内会餅つき大会 12月 1日  参加 :3∞人
年末恒例の町内行事。参加者と共に80kgの餅を町内会館でつきました。つきたてのお餅

(あんこ、きな粉など)と子供会特製の豚汁を皆様と一緒においし<頂きました。

3. 各部報告

(1)事業推進音β、青少年部 : 柏尾町内会及び連合町内会行事の企画、運営、推進を行いました。

(2)婦人部 (独自活動): 町内会各種行事への参加 (料理など)、 ボランティア活動・研修会
等の活動を行いました。
・ 部会、ボランティア、広報誌配布、その他会合出席   毎月 1回
05/9         :ゴ キプリ団子作り     ・ 6/9  :地 域ケアプラザ祭り

・ 5/17、 11/18、 3/9 :研修会          07/27 :追 分不動尊祭礼
010/27        :防 災訓練         011/14 :み そ作り

(3)子供会 (独自活動): 町内の子供行事に関する企画、運営、推進を行いました。
・7/22-24 :夏 休みラジオ体操 (延べ290人参力D   011/23 :児 童文イじ教室
012/25   :火 の用由&夜回り (延べ50人参加)  ・ 1/6  :新 春書道展
02/23   :ド ッジボール大会 (3チーム参加/2位、3位)03/16 :歓 送迎会

(4)青年会 (独自活動): 町内の若手23人で町内行事への参加、推進、運営を行いました。
・ 6/9    :舞 岡柏尾地域ケアプラザ祭り     ・6/30 :大 人のインディアカ大会
・ 8/3    :納 涼盆踊り大会            012/1  :町 内会餅つき大会

(5)イ ンディアカクラフ : 本年度発足し、延べ25日の練習で655人の参加を頂きました。
・ 月平均4時間程の練習を実施しました。来年度は柏尾町の単独大会を開催する予定です。

(6)ホームページ作成委員会 : 平成26年度の開設に向けた準備を進めました。
・ ホームページア ドレス :「kashiocho.∞m」  是非ご覧<ださい。



1.第二部会の構成、役割

柏和会、保健活動推進員、消費生活推進員、民生委員児童委員、主任児童委員より構成し地域福祉、
健康づ<りの推進役として自らが学習し知識 0情報の啓発を行う。

2.推進行事報告

(1)拍和会
・ 定例会 (10回) ・ 総会  ・ 忘年会  ・ 日帰リバス旅行  ・ 第一、第五公園の清掃と整備
・ ウォーキング及び花見 ・成田山新勝寺初詣
・各種研修会 講演会参加 (悪徳商法について、肩こり膝痛について、認知症について)
0シルバー健康ひろばの管理、運営、清掃、整備

・ 民生委員による軽い運動、ゲーム、歌、ペタンク遊び、グランドゴルフの実施
0はまちゃん体操への参加

*今年度より健康広場でグランドゴルフを始めました。来年度もスポーツに力を入れて行きたいと思います。

(2)保健活動推進員
・定例会 (8回) ・ 正副会長会議 (6回 ) ・ 子育て支援会議 (2回 )

・健康体操 (12回) ・ 赤ちゃん教室の手伝い (10回 )

・ 施設見学会 (日清オイリオ) ・ 区民祭り参加
・戸塚区の研修会参加 (全体研修会、人権啓発講演会、歯周病予防講習会)
0第7回お楽しみ落語会開催 (80名参加) 0健 康料理教室開催

*地域の健康づ<りの推進役、行政の健康施策のパートナー役として、健康作り活動を行います。

(3)消費生活推進員
・定例会 (9回 )・ 認証式 0廃油石けん作り・ 区民祭り、消費生活展作品作成・ エコクッキング教室
・研1多会参加 (ステンシル講習会、悪徳商法未然防止講演会) ・ 区民祭り作品出展
・消費生活展作品出展 ・ 舞岡地区センターノヾプー出展  ・ エコキャップ収集
*地域における「安全で快適な消費生活の推進」のため、努力して行きたいと思います。

(4)民生委員  ・ 児童委員  ・ 主任児童委員
・毎月の活動

定例会 ・ 活動報告書提出 (第 1月曜日)

柏尾地区子育て支援ハー ト|ずっぽ柏尾 (第 3水曜日)

担当の方への月 1回以上の定期訪間と安否確認、行事案内、情報提供、委員相互の情報交換
0適宣案件に添い、学校、ケアプラザ、児童相談所ほか適当する機関と連携

・ ひとり暮らしの高齢者の方長との食事会 (年 2回) ・ 65歳以上の方々とのお楽しみ会 (年 4回 )

・歌集づ<り  ・ 赤い羽根共同募金 (駅頭および連合秋レク大会で呼びかけ)

・みんなであそぼう {中学生と幼児の交流会 (年 1回)}
・ 柏尾町内会敬老祝い品配布  ・ 町内会、柏不□会、子ども会主催行事参加
・ 柏尾地区社会福祉協議会との協賛で、S、れあいいきいきサロン柏尾 (年 12回 )

・ のびのび学童保育運営委員会 (2回) 0は まつ子運営委員会 (3回)並びに会計監査 (2回 )、
・小規模多機能ホームノヾンジー運営委員会 (5回) ・ グループホームひかり横浜戸塚運営委員会 (4回 )

・柏尾地区社協広報誌 (年 2回発行)・ 舞岡柏尾地域ケアプラザとの共催事業・ 赤ちゃん訪間 (64回 )

・ケアマネと地区民生委員・ 児童委員との情報交換会 (年 1回) ・ こどもフェスティバル (年 1回 )

・柏尾地区連合町内会、柏尾地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会主催行事、研修会参加
・柏尾小学校、舞岡中学校共働事業及び行事参加
・舞岡柏尾地域ケアプラザ、柏尾小学校コミュニティハウス主催行事参加
・ 横浜市並びに戸塚区社会福祉協議会の研修会参加
*来年度は、町内会の民生児童委員と第三部会が中心となつて発足した「柏尾町災害対策ネットワーク

チーム」のメンバーとして、お互い連携を図りながら、要援護者の方々の更なる状況把握に努めて行き
たいと思います。

3.総 括
第二部会は、各委員との情報交換の場を年6回設け、連携をはかっております。また、各方面から賞賛を
頂いている、柏尾ls~iら り・ サロンも三年目を迎え、有意義な町内活動としての輪が広がつて参りました。
来年度も皆様の生活を応援するために頑張つて参りますので、よろし<お願い致します。



平成25年度 柏尾町内会 第三音日会報告書

1第三部会の構成、役割

防災部、家庭防災員、防犯部、環境事業推進部よりなり、町内行事への積極的な協力と、
住民の安全・ 安心・無事故を目標に、役員、各部の協力により推進できました。
災害発生時、速やかに安否確認をする為「無事ですカー ド」を民生委員の協力を得て
5回に亘り作成し、全戸配布致しました
また、災害ネットワーク台帳の維持管理を実施しております。

2推 進事業報告

(1)防災部

・ 毎月第 1日曜日の防災器具点検および広報活動、毎月15日 の広報活動
・ 柏尾町内の消防ホースの格納箱の整備とホースの交換
・ 連合町内会と連携した防災訓練実施 (10月 27日 )

・ 春、秋の火災予防週間の広報および年末の特別警備と広報活動
・ 地震災害時等の警備と救助活動について民生委員とのミーティングを実施
・ 子ども会の夜廻りの支援 (12月 25日 )
0年末年始の火災予防の実施

・ 消火器 薬剤詰め替え、廃棄、購入等実施 (3月 29日 )次回は平成33年予定

(2)家庭防災員

・ 6月 26日～29日 第 1回新人研修 3名参加
・ 9月 19日～ 21日第 2回新人研修 3名参加
0 10月 27日 柏尾地区連合町内会防災訓練 12名 参加 三角巾利用法指導
0 11月 21日～ 23日 第 3回新人研修 3名参加
0 12月 8日 消防研修会4名参加
0 12月 25日～ 30日 子ども会夜廻り、激励巡視等、年末警戒夜食作り延べ41名参加
0 1月 11日 戸塚消防出初式 2名出席
0 2月 6日～8日第4回新人研修 3名参加
0 2月 23日「企業と一緒に地域防災について考える集い」 (舞岡柏尾ケアプラザ)6名参加
0 3月 2日柏尾町内研修会・ 反省会 15名出席 (午前)

柏尾地区連合自主活動 (舞岡柏尾ケアプラザ)□―プ結東指導
災害対応シミュレーションゲーム 10名参加 (午後)

主催 :柏尾地区連合町内会自治会家庭防災委員会
0 3月 19日 20日新人研修 スキルアップ (選択制)2名参加

(3)防犯部

・ 戸la~区地域振興課の協力により防犯灯LEDを 11灯設置
。第一,三月曜日 19時 30分～ 3コースにて防犯パ トロールの実施 延べ282名

・ 戸塚区わんわんパ トロール隊員協力依頼
・ 毎月 1日 10日子ども安全の日 小学生下校時見守り活動
・ 6月 18日 戸塚区防犯協会総会及び防犯功労表彰 2名参加
0 10月安全 0安心まちづ<り旬間 小学生の下校時見守り活動
0 10月 18日安全・ 安心まちづ<り旬間防犯キャンペーン 3名参力]

・ 12月 2日 柏尾防犯の日 不動坂交番の方と年末年始特別警戒パ トロール実施 18名

(4)環境事業推進部

・ 環境事業推進委員連絡協議会 (上柏尾町内会館)

第1回 6月 2日 /第 2回 9月 8日 /第 3回 12月 15日 /第 4回  3月 9日
0 6月 17日～ 29日柏尾町ごみ集積場所状況調査 12月 29日 ゴミ出しのお願い全戸配布

7月 13日調査結果検討会 9月 14日行政との意見交換会
0 10月 6日秋季レクリェーション大会 (柏尾小学校) クリーンキャンペーン2名参加

・ 10月 12日早朝ウォークラリー実施 7時 30分～ 8時 30分 19名参加
0 11月 3日  戸塚ふれあい区民まつり (東戸塚小学校)1名参加
0 11月 10日 国道さわやか運動 (舞岡入□～小糸工業 国道一斉掃除4名参加
0 12月 8日柏尾地区もちつき大会 (柏尾小学校)ク リーンキャンペーン2名参加

放置自転車 10台 オー トバイ 1台撤去
集積場所3箇所をネットボックスに切替
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平成25年度会館運営委員会活動報告書

会館運営委員会 委員長 小宮 幸雄

平成25年度の主な活動は、平成24年度に未達成だった課題の実施を主として活動した。

※会館運営委員会開催日

実績 3回実施 (H25/6/8,H26/2/23,3/23)

<平成26年度の活動予定>

1.広報用ケースの購入

2.掲示板の購入と取り付け

3.電話台兼用プロジェクター台の購入

4.台所の使用頻度の少ない食器収納ケースの購入

5.水道ホースの購入

6.収納庫アコーディオン扉の修理 他

日 付 内 容

平

成

25

年

度

H25.8月 卓上 IH調理器購入 1台

11月 会館外用の蛍光灯が寿命の為、蛍光灯購入

駐車場の除革依頼があり、除革剤購入、駐車場と会館庭に除革剤散布

12月 会館外用の蛍光灯交換

H26.2月 ガス検査立ち会い

水道工事見積もり依頼→ガス会社ヘ

3月 外中庭水道蛇□を二股に改善工事実施

ピクチャーレール購入、取り付け実施

卓上 IH調理器購入 1台 (2台目)



1. 第 2期編纂委員会の目的

平成 24年 3月に第 1期調査の結果を「柏尾の 1∞ 年史」としてまとめ記念誌を発表した

が、ヨ|き続き隣町である上柏尾町の歴史を含めた幅広い調査を行い、平成 26年度末を目標に

冊子として発表してい<ことを目的として、新委員を含めた 24名の委員で編纂を続けている。

2. 第 2期編纂委員会のテーマ

(1)柏尾町と兄弟組織である「上柏尾町」の歴史について調査・発表する。

(2音の自然環境や生活、子どもの遊びなどを調査し資料化する。

(3)第 1期の調査で深めきれなかったテーマ (鎌倉ハム、戦争体験談)を更に掘り下げる。

に)柏尾小学校に「柏尾の歴史資料館」を設置し、関連資料の展示保管を行う。

3. 第 2期編纂委員会の活動報告 (H25年度)

(1)第 28回編纂委員会 (5/19):「かみかしおの歴史」からの取り込み、小石川家土蔵

(2)第 29回委員会 (6/22):上柏尾町での資料収集状況報告、今後の日程検討

(3)第 30回編纂委員会 (7/15):柏尾小 郷土資料室の整理と保管資料について

(4)第 31回編纂委員会 (8/17):赤関橋 岩下染色水洗工場及び BS75周年記念冊子

(5)第 32回編纂委員会 (9/21):戦争体験談と支那事変写真集、「言の遊び」について

(6)第 33回編纂委員会 (10/14):「上柏尾青年会」の歴史及びスキャすの試用について

(7)第 34回編纂委員会 (11/9):第 2期版編集方針の確認と日程について

(8)第 35回編纂委員会 (12/14:H25年総括と忘年会

(9)第 36回編纂委員会 (1/18):各種寄稿依頼について

(10)第 37回編纂委員会 (3/22):第 2期版マップ、収支決算報告、他

4。  編纂委員会収支報告

< 参考資料 >      (会 計年度 : H25年 4月 1日～H26年 3月 31日 )

(単位 :円 )

収 入 の 部 支 出 の 部

項  目 金 額 項  目 金 額

前年度繰越金

柏尾町内会事業費

連合町内会助成金

上柏尾町内会助成金

440,657

1〔X)000
50,000

15QOOO

生花代

事務用品費

会議費

寄付金

雑費

次年度繰越金

14000
61,227

24,776

10,OOO

210

680,444

合 計 790,657 合 計 790,657

「柏尾の 1∞年史」編纂委員会

バ

委員長

計  船丼



平成25年度収支決算報告書

項 目/年度

前年度繰越金 1,032,530

3,344,400

特別会員費 △ 10,000

700円 ×929世帯

防犯灯維持管理費補助金 2,200円 ×143灯

会館 使 用 料

防災活動助成金 160円 ×929世帯

その他 収 入 △ 104,813

6,531,831

運
　
営
　
費

項目/年度 25度予算 25年度決算 差引額 備考

会 議  費 150,000 146,168 3,832 総会、役員会等

事  務  費 120,000 75,277 44,723 消耗品、事務用品等

人 件  費 51,000 51,000 0 評議員への謝ネL

渉 外 費 200,000 140,000 60,000 会長他活動費

分 担 金 650,000 645,655 4,345 連合町内会分担金

そ  の 他 100,000 49,890 50,110

小  計 1,271,000 1,107,990 163,010

事

業

費

福利厚 生費 300,000 306,876 △ 6,876 敬老祝賀会・柏和会

保健活 動費 20,000 20,000 0 活動補助費

婦 人 部 費 200,000 200,000 0 活動補助費

青少年部費 80,000 80,000 0 青体指・青年会活動補助費

防 災 部 費 300,000 298,786 1,214 活動補助費

防 犯 部 費 50,000 50,000 0 活動補助費

事業推進部費 50,000 50,000 0 活動補助費

子供会育成費 220,000 220,000 0 活動補助費

環境事業推進部費 150,000 150,000 0 活動補助費

家庭防災員費

消費生活推進費

40,000

0

40,000

0

0

0

活動補助費

民生児童委員活動費 50,000 50,000 0 活動補助費

慶  弔 費 150,000 100,000 50,000

レクリェーション費 300,000 298,148 1,852 盆踊り・レク大会

防災対策費 200,000 148,808 51,192

会館運営委員会活動費 50,000 50,000 0 活動補助費

柏尾100年史編纂事業費 200,000 150,000 50,000 活動補助費

そ の  他 100,000 86,400 13,600

小  計 2,460,000 2,299,018 160,982

(1)の計 3,731,000 3,407,008 323,992



防
犯
灯
管
理
費

項目/年度 25年度予算 25年度決算 差引額 備考

防 犯 灯 費 440,000 563,583 △ 123,583 143灯分電気料

修 繕  費 220,000 81,500 138,500

新 設  費 50,000 0 50,000

小  計 710,000 645,083 64,917

会
館
維
持
管

理
費

借入金返済額 650,000 647,100 2,900 会館建設借入金

市有地使用料 50,000 46,560 3,440 会館用地使用料

修 繕  費 50,000 0 50,000

保  険 料 150,000 144,420 5,580 火災保険+地震保険

水道光熱費 160,000 155,563 4,437

通 信  費 120,000 116,964 3,036

減価償却積立費 500,000 500,000 0

そ の 他 70,000 24,947 45,053 会館備品、消耗品等

小  計 1,750,o00 1,635,554 114,446

(2)の計 2,460,000 2,280,637 179,363

(1)の計 +(2)の計 6,191,000 5,687,645 503,355

予  備  費 312,070 0 312,070

次 年 度 繰 越 金 0 844,186 △ 844,186

支出総合計 6,503,070 6,531,831 △ 28,761

次年度繰越金内訳

現 金 40,657 円

ゆうちょ銀行 139,240 円

三菱東京UFJ銀行 401,950 円

横浜信用金庫 262,339 円

計 844,186 円

借入金元本残高

横浜信用金庫 1 3,513,377 円

盆踊り会計

残高 535,432 円

会 計 監 査 報 告

自 平成25年4月 1日   至 平成26年3月 31日

平成25年度柏尾町内会収支決算について、現金、預金通帳、諸帳簿、証拠書により監査いたしましたところ、

すべて適正に処理されていたことを報告します。

平成26年4月 12日

監 事   高 島   勝

監  事   益 田 庄太郎

平成25年度末会館減価償却積立金残高

ゆうちょ銀行

24年度末残高 1,600,389  円

25年度積立金 500,000  円

受 取 利 子 325  円

25年度末残高 2,100,714  円
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平成26年度 柏尾町内会 基本方針案

私たち柏尾町内会は、近隣相互の親睦を目的に、地域諸団体と連携 しながら、安心・安全な
町づ<りに努めます。特に本年度の重点方針として以下の 10点を提案いたします。

毎月の役員会開催に当り、事前に担当部会を開き、方針の徹底と意見の集約を行います。
また会員相互の情報交換を密にすべく、電子メールを活用し、平成26年度は独自のホームページ
を開設します。

町内会組織の強化をヨ|き続き行い、その根幹となる組長、評議員の意見集約をおこなうために、
評議員・組長会議を適宜開催し、また評議員の負担の平準化を図ります。

町内会未加入者及び新規居住者への積極的な加入働きかけを行い、全住民参加型運営を目指し
ます。近い将来1,000世帯を超えるであろう地域自治を担当する組織としてその体制強化を図り、
有為な若手指導層の育成に努めます。

本年 3月に自治会結成を行つたグランセレッソ横演戸塚 (317世帯/旧児玉化学工業工場跡地)

との連携を強め、自治会活動への積極的な支援を行います。

第三部会と民生児童委員が中心となつて立ち上げた「災害対策ネットワークチーム」の活動を更に
継続発展させ「無事ですカー ド」の普及を図ります。また地域防災の拠点となる「消防団器具置場」
の早期建設を実現し、併せて「防災備蓄庫」建設を推進します。地域防災・ 防犯の一助として防犯
カメラの設置を県補助金制度を活用して進めます。

昨年2名の環境事業推進員を中心に、評議員の協力を得て行つた「ごみ集積場所の使用状況調査」を
基に、本年度は資源循環局とも連携しそのルール作りを進め、ごみ排出の削減に努めます。

青年会を中心に、スポーツ活動や各種行事を通して次世代を担う青年層の更なる結集、育成強化を
図ります。特に本年度は「柏尾町インディアカクラブ」の活動を支援し、町内会独自大会の開催を
目指します。

柏尾町内会館の設備・ 什器の充実に努め、末永く快適に使用できるよう、会館の管理運営面での
諸規定を会館運営委員会を通して引き続き整備していきます。金融機関からの借り入れについては
出来るだけ早い時期の完済を目指し諸経費の削減に努めます。 (継続)

富士見台自治会と連携し、区域内の「ワゴン型乗合バス」の利用者アンケート調査を実施します。

「柏尾の100年史」第2期編纂委員会を継続し、平成26年度末を目標に記念誌の発行を行います。

3.

4.

5。

6.

7.

8。

９

０

レクリェーション

そ

の

他



平成26年度予算 (案 )

前年度繰越金

953戸 ×300円 ×12月

特 別 会 員 費

953戸 ×700円

防犯灯維持管理費補助金 314,600 143'T× 2,200円

広報配布金等

会 館 使 用 料

防災活動助成金 953テヨ×160円

そ の 他 収 入

6,414,166

運
　
営
　
費

項目/年度 26年度予算 備考

会  議  費 150,000 総会・役員会等

事  務  費 100,000 消耗品等

人  件  費 51,000 評議員への謝礼

渉  外  費 200,000 会長他活動費

分  担  金 663,000 連合町内会分担金

そ  の  他 60,000

小  計 1,224,000

事

業

費

福 利 厚 生 費 320,000 敬老祝賀会・柏和会

保健活動部費 10,000 活動補助費

婦 人 部 費 200,000 活動補助費

青 少 年 部 費 80,000 活動補助費

防 災 部 費 150,000 活動補助費

防 犯 部 費 50,000 活動補助費

事 業 推 進 費 60,000 活動補助費

子供会育成費 220,000 活動補助費

環境事業推進部費 150,000 活動補助費

家庭防災員費 40,000 活動補助費

消費生活推進費 0

民 生 児 童 委 員 活 動 費 50,000 活動補助費

慶  弔  費 150,000

レク リェ ー シ ョン 費 300,000 盆踊り・レク大会

防 災 対 策 費 200,000

会館運営委員会活動費 40,000 活動補助費

柏尾100年史編纂事業費 200,000 活動補助費

HP作成委員会活動費 140,000 活動補助費

そ  の  他 100,000 掲示板修繕費他

小  計 2,460,000

(1)の計 3,684,000
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防
犯
灯
管
理
費

項目/年度 26年度予算 備考

防 犯 灯 費 540,000 143灯分電気料

修  繕  費 100,000

新  設  費 50,000

小  計 690,000

会
館
維
持
管
理
費

借入金返済額 650,000 月々返済額

市有地使 用料 50,000

修  繕  費 50,000

保  険  料 150,000 火災保険+地震保険

水 道 光 熱 費 170,000

通  信  費 130,000

減価償却積立費 500,000

そ  の  他 70,000

小  計 1,770,000

(2)の計 2,460,000

(1)の計十(2)の計 6,144,000

予  備   費 270,166

次 年 度 繰 越 金 0

支出総合計 6,414,166
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柏 尾 町 内 会 会 則

第1章         名 称
第1条   1 本会は柏尾町内会と称す。

2会の区域は、以下の通りとする。
戸塚区柏尾町1番地から756番地まで、 758番地から803番地まで、 805番地から
814番地まで、 815番地の一部、 816番地から1,129番地まで、 1,131番地から1,139番地
まで、 1,141番地から1,155番地まで、 1,157番地から1,350番地まで、 1,352番地の一部、
1,353番地から1,380番地まで、 li381番地の一部及び1,382番地から1,410番地まで
並びに上柏尾町206番地、 210番地の一部の区域。

第2章         事務所
第2条    本会の事務所を 横浜市戸塚区柏尾町1218番地の2柏尾町内会館に置く。

第3章         組織及び目的
第3条   1 本会の会員は第 1条 2項に定める区域に住所を有する個人とし、正当な理由がなければ

加入を拒むことはできない。また、退会は自由とする。
2本会の活動を賛助する法人及び団体は特別会員となることができる。
3本会は、以下に掲げる地域的な共同活動を行うことにより、町内の福利増進並びに親睦を

図ることを目的とする。
(1)回覧板の回付等区域内の住民相互の連絡
(2)美化・清掃等区域内の環境の整備
(3)集会施設の維持管理
(4)区域内で催す各種親陸行事の開催と運営

第4章         役員及び任期
第4条    本会に次の役員を置く。

(1)会長  1名      (2)副 会長  3名
(3)会計  2名      (4)監 事  2名
(5)評議員 若干名    (6)組 長 若干名

第5条    会長は本会に顧問及び相談役を委嘱することができる。
第6条    役員の任期は原則として2ヶ年とし、補欠により就任した者は前任者の残存期間

とし、再任を妨げない。
第7条   1 役員は総て投票又は推薦により定める。

2会長、副会長、会計及び監事は総会において選任する。

第5章         任 務
第8条    会長は本会を代表する。
第9条    副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。
第10条   会計は本会の会計を掌る。
第11条   監事は次に掲げる業務を行う。

(1)本会の会計及び資産の状況を監査すること。
(2)会長、副会長及びその他の役員の業務執行の状況を監査すること。
(3)会計及び資産の状況または業務執行について不整の事実を発見したときは、

これを総会に報告すること。

第12条   評議員は受持組を代行し連絡協調を計る。
第13条   組長はその地域 (組)毎の連絡、会費の徴収を行う。

第6章         会 議
第14条    会議の種別は次のとおりとする。

(1)総会  (2)臨 時総会  (3)評 議員会  (4)役 員会
第15条  1 総会は毎年1回会長が招集する。

2総会を招集するときは、会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及び場所を
示して、開催の日の5日前までに文書をもつて通知しなければならない。

3議長は、その総会において出席した会員の中から選出する。
4総会で行う議事は次の事項とする。

(1)事業案の審議及び承認     (2)役 員の選任
(3)予算の審議、及び決算の承認  (4)会 則の変更
(5)その他、会の運営上必要な事項

5総会の開催は、会員の過半数の出席をもつて成立する。ただし、止むを得ない場合は、
委任状をもつて出席にかえる事ができる。

6会員は、総会において、各々1個の表決権を有する。
7総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長がこれを決定する。
8役員が会則に違反し、あるいは本会の体面を汚す行為があつたときは、総会の議決に

より解任することができる。
第16条   臨時総会は役員会の要請がある時、又は会員の3分の1以上の要求があつた時、会長が

招集する。
第17条   評議員会は随時開催し、各種の事項を協議する。
第18条  1 役員会は会長が必要ありと認めたるとき招集する。
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2役員会は、次の役員をもって構成する。
(1)会長  (2)副 会長  (3)会 計  (4)相談役及び顧間
(5)評議員 (6)第 21条で規定する各部の代表  (7)地 域推薦団体代表
(8)子供会代表 (9)柏和会代表 (10)総会で承認された各種委員会代表

3役員会は構成員の過半数の出席をもって成立する。
4役員会の議長は役員の互選にて選出する。
5会議の議決は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の時は議長がこれを決する。

第7章         会 計
第19条  1 会費は一般会費・特別会費とし、総会においてその額を決定する。

2-般 会費は月額300円とする。
3会員は総会において定められた会費を納入しなければならない。

但し、同一世帯において、複数の会員が存する場合、代表者 1名 の納入があれば、
他の会員の会費はこれを免除することが出来る。

4本会の資産は、次に掲げるものをもつて構成する。
(1)別 に定める財産日録記載の資産
(2)会費
(3)活動に伴う収入
(4)資産から生ずる果実
(5)その他の収入

5本会の資産は、会長が管理し、その方法は役員会の議決によりこれを定める。
6本会の資産に掲げるもののうち別に総会において定めるものを処分し、または担保に

供する場合には、総会において2分の1以上の議決を要する。
第20条   本会の会計年度は毎年4月 1日 から翌年3月 31日 までとする。

第8章         事 業
第21条   本会の運営を円滑にするために次の8部を置き、各部長を会長が指名する。

総務部   事業推進部  保健活動部  防災部
防犯部   青少年部   婦人部   環境事業推進部

第22条   各部長は本会役員の兼任を妨げない。
第23条   各部長は、部員と共に会長の要請に応え各種事業の遂行に努める。

第9章         付 則
第24条  1 本会則は、総会の決議を経、かつ、横浜市戸塚区長の認可を受けなければ

変更することはできない。
2本会を解散する場合は、総会の3分の2以上の承諾を得なければならない。

第25条   本会の運営に関する細則は別途これを定める。
① 柏尾町内会館利用規約 (平成21年 4月 26日 定期総会にて承認)

② 資機材の購買に関する規定(平成21年7月 26日 役員会にて承認)

③ 役員選出規定(平成22年 1月 24日 役員会にて承認)

第26条   本会則は昭和55年 4月 1日 より施行する。
平成14年 4月 29日 一部改正。
平成19年 4月 29日 一部改正。
平成20年4月 27日 一部改定。
平成21年4月 26日 一部改定。
平成22年4月 25日 一部改定。
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柏尾町内会 定期総会 御中

平成 26年度 町内会役員候補の提案

推薦委員I成曇旦置

4iittt種

)

【推薦委員会経緯】

1.柏尾町内会会則 細則 「役員選出規定」に基づき、平成 25年 12月 の町内役員会に

て推薦委員会準備会を立ち上げ、委員 8名 の選出を行い推薦委員会活動を開始した。

2.第一回推薦委員会 (平成 26年 1月 12日  8名 出席)

①委員の互選により委員長を選出する。

②役員公募の確認 (1月 19日 の役員会で承認)

③役員公募に平行して担当を決め、現役員に意向確認及び次期役員候補者の選定・推進

活動を開始する。

3.第二回推薦委員会 (平成 26年 2月 23日  7名 出席)

① l月 20日 から2月 22日 まで行つた役員の公募については、応募者が無かった事を

確認した。

②現在までの各委員の活動報告

。現役員への意向確認

。次期役員候補者の選定、推進活動

4.第二回推薦委員会 (平成 26年 3月 16日  7名 出席)

①現役員の確認結果報告

②後任役員選出・決定

【役員候補者】 (敬称略 )

。齋藤孝次   副会長 を退任 (12年間在任 )

。益田庄太郎  監 事を退任 ( 4年間在任 )

以 上

聰 役 職 氏  名 備  考

会 長 齋藤純一 留任

2 副会長 天本 武 留任

3 副会長 皆川 孝 留任

4 副会長 澁谷 進 新任

5 会 計 吉倉正満 留任

6 会  計 中嶋正美 留任

7 監  事 高島 勝 留任

8 監  事 野村芳雄 新任
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平成 26年 度  柏尾 E「肉会  網饉体制図
2014/4/13  総務部更新

∨21

１

２

３

スペースの関係で一音6の部門名は省略表記してあります。

◎印は新任者です。

*印の役醐は総会での承認が必要となります。

柏尾町内会館 (柏尾町1218番地の2)
045-821-9875

同 上

kashio― cnk@tbz.t― oom.neお
http://kashiocho.oom/

資料



柏尾町内会 役員名簿

役 冊  名 名 電  話 住  所 担  当  晋B 門

ム 全 般

バ 皆 リ 事栗確麟 ド、再少年首い、子供云、帰人部、

青年会、インデ ィアカクラブ、HP作成委員

品|1 愛さ 長 天 本  層 保健滴馴 b、 民生児重委員、消買生活

筆
~書

R会音陰 辱 」ヽШ : 推進員、柏和会

冨|1 会  長 澁昴字 防犯晋b、 順災音

`、

環境事業TE逗舌b、 ス

庭防災員、交通安全指導員( 任

会   計 □ IE漏 歳入、 歳出

云   討 [平]」 ■L 歳 入

監   事 高島 勝 査

監   事 1野村 汚雄 査 (新任 )

往 ⇔ 子

名 齋 藤 次 (新任 )

部 長 庶務連絡 (兼務 )

百
ｍ 移 仁
百
田 務 義貝」 (新任 )

柏尾町内会 各部役員名簿

役 職  名 氏 ]三       F 備    是

防  i楚  晋じ 齋藤  ξ:2'マ 部 長

吐
一齢 llilE

任

子 供  会 山
‐

〓
覆

河

子供会活動推進委員

事業推進 晉5
ロ
ロ

ラ天こラ U晋

`去青 J」9年 吾じ 雷 リ 晋bJ良 / 少年指導員
鍋田 )

i を巳 音B
′

ノ

■
Ｃ 皆 リ

江

民 生

柏禾陰 第一 齋 Z

野

会館運営委員会 Jlヽ く

正 ヨ

胎

鍋 田 ) 子 己

青 年  会 江 橋

鈴 木 て

肝 l

100年 史編纂委員会 純 一

天本  武

仁 バ

インディアカクラブ

HP作成委員会 皆 j

露 ラ
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地域推薦団体役員名簿

8,9,10,11-1=11-2112-1,12-2,13-1,13-2

14.15.16.17

18-1.18-2.18-

26-1.26-2.26-3.27.27-2

130-2.31-1.31

43-1.45.45-2.45-3.47-1.47-2

45-1.46.46-1.47.53

48-1=50,50-2.51,52

氏   名 電  話 住

子 ～H`
子 (―H28年、剛

3区 ～H乏

主任 児童委員 ι圧 子 ～H28`
保  護  雇 長

'

広洸3
青少年 孝

スボーツ推 ］目 利 夫

堕 『藤  由紀 や

リ 子

i木 さつき

′「ヽH黒 ロ

J 壁
翌

笙

,肖 撃呈

`

清 ヨ

肇一鰻
ミ川 久[ ll」撼

体
覇
〓哨
画

一
一
一

子

嬌太 郎
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